



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































?? WeiBensee 1653 1173 53 6 2885
?? Osten 2557 2141 95 15 4808
?? Lichtenberg 3367 2420 115 14 5916
4． Stralau 440 810 9 2 1261
?? SUdosten 2285 1755 43 27 4110
?? Neuk611n 6412 3264 149 25 9850
7～10．Snden　bis　Unter　den　Linden2700 1607 61 23 4391
11． Sch6neberg 1436 816 32 12 2296
12． Steglitz＝Fdedenau 1250 659 42 1 1952
13． Charlottenburg 2177 864 27 7 3075
14． Moabit 2693 1371 30 16 4110
15． Tegel＝Reinickendorf＝West1477 582 45 1 2105
16． Norden＝Wedding 4305 1785 68 33 6191
17． Norden＝ChausseestraBe2059 1233 40 10 3342
18． Zentrum 429 275 6 5 715
19～20．Brunnenstr．，　Gesundbrunnen，7221 3475 123 37 10856
、 Pankow
21． Obersch6neweide 2472 1264 71 3 3810
22． K6penick＝Friedrichshagen709 719 18 4 1450
23． Spandau 875 260 3 3 1141
一 Bureau 1466 475 32 22 1995
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1915 1916 1915 1916 1915 1916 1915 1916
ベルリン第1選挙区 638 556 97 95 735 651 157 221
ベルリン第H選挙区 3845 3779 587 578 4432 4357 1208 1700
ベルリン第皿選挙区 1632 1230 340 260 1972 1490 403 647
ベルリン第IV選挙区 15023138123816 316418839169764650 7549
ベルリン第V選挙区 1834 1344 315 231 2149 1575 482 767
ベルリン第VI選挙区 18407180773667 307222074211496140 8500
テルトー等選挙区 23799204446703 45833050225027747510442
ニーダーバルニム選挙区 12725116553135 273315860143884690 8000
7790370897186601471696563856132520537826
第4表帝国議会選挙におけるSPDの大ベルリン各選挙区別得票数及び得票率
1907年 ％ 1912年 ％
ベルリン第1選挙区＊ 5042 383 4408 39．5
ベルリン第H選挙区＊ 35286 53．2 38131 59．8
ベルリン第In選挙区＊ 14259 55．O 15056 66．2
ベルリン第IV選挙区＊ 82039 75．6 89507 82．4
ベルリン第V選挙区 15029 56．6 18160 70．2
ベルリン第男選挙区 99560 71．7 142500 80．8
テルトー等選挙区 104104 52．3 163765 58．7

























シャルロテンブルク市 305，978 22，187 32，729
リクスドルフ（＝ノイケルン）市 237，389 29，339 47，997
シェーネベルク市 172，823 14，133 17，479
ヴィルマースドルフ市 109，716 4，730 9β10
シュテークリッッ 62，954 3，123 一
リヒターフェルデ 42，513 2，335 ｝
フリーデナウ 34，862 1β83 一
ケーペニク 30，879 3，891 ｝
トレプトー 24，469 1，951 『
テンペルホーフ 20，733 1，181 一
〈ニーダーバルニム選挙区〉
リヒテンベルク市 133，141 15，126 24，800
（ボクスハーゲン＝ルンメルスブルクを
合わせて）
　onンコー 45，165 3，762 7ρ95
ヴァイセンゼー 43，037 5，423 7，137
ラィニケシドルフ 34，299 3，382 6，748






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Arbeiterinnen女工 11 6 2 277 一
AutogenschweiBerガス溶接工 4 3 3 24 一
Bauanschlager窓枠等取付工 16 一 10 一 2
Chirurgische　Branche外科機器 11 7 1 36 一
Drahtarbeiter線材工 12 8 一 14 一
Dreher（Eisen）旋盤工（鉄） 45 10 12 810 1
Dreher（Metail）旋盤工（金属） 9 9 5 67 一
DrOcker型押工 16 10 18 72 一
Elektromonteure電気組立工 15 11 8 66 一
Emailliererエナメル塗装工 11 2 1 48 一
Feilenhauerやすり目立工 11 一 12 22 ｝
Former（Bisen）鋳型工（鉄） 15 6 4 233 一
Former（Metal1）鋳型工（金属） 13 6 16 104 一
Gold－und　Silberarbeiter金銀細工工11 4 10 9 一
GUrtler金具工 24 8 3 48 一
Klempnerブリキエ 20 11 11 210 一
Maschinenarbeiter機械労働者 21 12 6 230 一
Mechaniker〔精密〕機械工 18 12 9 92 一
Rohrleger配管工 14 14 13 65 4
Schleifer　u．　Galvaniseure研磨工・電気メッキエ23 12 2 66 一
Schlosser（Bau）仕上工（建築） 14 11 2 130 一
Schlosser（Eisenkonstruktion）仕上工（鉄骨）12 11 5 91 一
Schlosser（Schwarzblech）仕上工（薄鋼板）13・ 10 2 69 ｝
Schlosser（Maschinen）仕上工（機械）30 12 4 326 ｝
Schmiede鍛冶工 19 8 10 76 一
Schraubendreherねじ切り旋盤工 8 11 4 136 一
Werkzeugmacher工具製造工 17 13 37 248 一
Wicklerコイル巻き工 13 11 1 21 一
Ziseleure彫金工 6 一 2 31 一












































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッ　フェ　ン　ト　リ　　 　　 　 　　 　　　 　ヒカイ　トかな形で存続」したが，それが「非合法で，組合内のパブリックな世界にも秘密にされた信
任者体制の体系的構築」（D・H・ミュラー）へと向ったのは，1917年秋のことであった。D・
H・ミュラーが注目したフランケの回想によれば，1917年10月，「組織的な訓練を積んだ」軍
需工場で働く同志8名がノイケルンのボディン通り〔L～M10〕で会合し，「軍需工場に非合
法な革命的組織を創出し，あらゆる予防措置を講じつつ全力をもって戦争のすみやかな終結
に向けて活動しなければならないという決議がなされた。そして，ベルリン中心部〔シュパ
ンダウ東区〕ゾフィーエン通り5の酒場フィリップ・フンメル〔C，K5〕で開かれた第2回
会合で，第1回の時に作成かたを依頼されたフランケの組織案が検討修正の上確認されたが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オブメンナ－ライタ－それによってベルリンはいくつかの工業地域に分けられ，各地域に，「〔工場〕代表者の指導者」
がおかれることになった。このいわば地域指導者は，自分の地域の軍需工場とコンタクトを
一54一
形成期の革命的オプロイテとその周辺 97
とり，最も信頼しうる組合ないし党の活動家を「〔至場9）筏表著」として選び出し，そしてこ
の工場代表者が工場内の各職場の有能かっ信頼しうる活動家を選び出し，かっ，その大工場
周辺の中小工場を，軍需工場か否かを問わず，組織的に掌握すべきものとされた。従って，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　ブ　　　マ　　　ンこれらの人々は，－D・H・ミュラーも注目するように一組合の正式の「〔工場〕代表者」
　　フェアトラウエンスマンや「信任者」では必ずしもなかったが，工場・職場でのその活動によりきわめてしばしば
信頼をかちえ，公式の代表に選出されたという。そしてこうした「非合法な革命的組織」の
　　　　　　　　　　　コツブエンゲレ・ライトゥング「中核指導部」として，「頭」が革命的オプロイテにより選出されたのであった。とすれば，
プルーメンタールの1918年1月ストライキに関する回想部分にある，リヒアルト・ミュラーを
長とする「オプロイテの叢ξ市穫をテな’す㌔乙多九」とは，この「頭」にあたるのであろうか。
そして，バルトが，1月ストののち召集されることになったミュラー及びブルーメンタールの
要請に従い，2月9日ベルリン北部で開かれたオプロイテ18名の会合でミュラーの後任に選
ばれた時（仕上工のハインリヒ・マルツァーン〔1884年生れ〕はブルーメンタールを推薦，
投票では白票1），彼がこの会合で提起した「非合法組織」は，この時初あて形成されたので
はなく，前年秋にすでにその基本的な骨格をととのえていたこととなる⑳。もとより，この点
にっいては，とりわけ1917年秋の会合とミュラー，プルーメンタールまたバルトとの関係を
初め，さらに検討を加える必要があろう。しかし，1917年10月の第1回会合がノイケルンで
開かれ，しかも同地を拠点とするフランケが重要な役割を演じていること，また彼の「記憶
に誤りがなければ」この第1回会合の出席者の中にノイケルンの彼の同志コッホ，そしてッィ
ルケルの姿もあったことは，これまで見て来たバルトの存在とともに，形成期の革命的オプ
ロイテの運動の中でノイケルンの占めていた璽みを示唆するものとして注目されるのである。
そして，フランケが挙げている第1回会合の他の参加者たち一シュヴァルツコップ社（ライ
ニケンドルフ）のパウル・エッカート（前出），シュパンダウ（王立）小銃工場のブリッッ・
ヴィングート，ヨハニスタールのアルバトロス航空機製造所のマクス・フライダンク，マリー
エンフェルデの軍需工場シュトックのオスカー・ゼーネル，そしておそらくこれまた南部の
航空機製作所ザルパトニクのリヒアルト・ノヴァコフスキーは，ベルリン市をいわば東西南
北から包む諸地域の代表者でもあったように思われる。総じて，ベルリンにおける「地域」の
問題は，革命的オプロイテの形成にあたって重要な役割を演じていたということができよう。
　本稿では，工業化・都市化の進展の中で形成され，さらに変貌を遂げつつあった大小・各種
の工場やアパート，労働者が食事をとり飲み談じ，時に組合や党の集会が開かれた酒場，青
少年がたむろし，主婦が長い行列をつくり，ごくまれには食糧騒動やデモの舞台ともなった
通りや広場等々，さまざまな生活や労働の場から成り立っていた地域を，北部・西北部と東
部・東南部の工場街・労働者街を中心にかいまみて来たことになる。そして，軍需工場で熟
練工として働く30代の職場活動家たちを核とした形成期の革命的オプロイテは，こうした諸
地域と，諸地域を結ぶ組合や党の，さらには一通勤・転居・転職などを通じる一労働者個々
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人のネットワークを基盤としっっ，生成・発展を遂げたのであった。
（1992年11月11Ei）
未刊行文書館史料一覧（注記は，ゴシックで示した各文書綴りの略号に，それぞれの綴り内部の紙
　片ないし文書のナンバー〔B1．またはNo，〕を付し，原則として本文中で行なう）
Brandenbur　isches　Landeshau　tarchiv，Potsdam
Pr．Br．，Rep．2ARegierung　Potsdam，　I　Pol
Nr．1438　Streiks　und　Aussperrungen，　Streiknachweisungen，　Bd．22：1914－1915　（L1）
Nr．1439　〃，Bd．23：1915－1918　（L2）
PrBr．，Rep．30　Berlin　C　Polizeiprasidium
Tit　95，　Sect　7：Sozialismus
　Nr．15821　Die　antimilitaristische　Bewegung＿，＿．Stimmungsberichte，　Bd」9：1917　（L3）
　Nr．15823　Die　Stellung　der　Sozialdemokratie　zum　Militarismus　und　Krieg，　Friedensdemonstra－
　　tionen，　Bd．2：1916－1918　（L4）
　Nr．15838／l　Demonstrationen　und　Streiks　April　1917，　Bd．1　（L5）
　Nr．15839　　〃，Bd．2　（L6）
　Nr．15841　Der　Ausstand　vom　28．　Jan．　bis　5．　Feb．1918，　Bd．4　（L7）
Tit　95，　Sect　8：Anarchisten　und　Sozialdemokraten
　Nr。16088　Emil　Barth　l908－1913　（L8）
　Nr．16422　Josef　Oerter／Friedrich　Oerter，　Bd．2　（L9）
　Nr．16423　〃，Bd．3　（LIO）　　　　　　　　　－
Pr．Br．，Rep．75　Flick　HennigsdoIf
　Nr．14　Aktionen　und　soziale　Lage　der　Belegschaft　und　MaBnahmen　der　Werkleitung（Lll）
Bundesarchiv　Abteilun　Potsdam
15Dl　Reichsministerium　des　lnnern　Geheimsachen
　Nr．12473　Landesverrater，　Bd．1：1915－1918　（B1）
Archiv　der　Sozialen　Demokratie，Bonn－Bad　Godesberg
Nachla6　Barth　H　（Al）
Institut　fUr　Geschichte　der　Arbeiterbewe　un　Archiv，Berlin
EA　O315　Hermann　Grothe　（11）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
（1）　形成期の革命的オプロイテに関する基本文献は，Erwin　Winkler，　Die　Bewegung　der　Berliner
　revolutionaren　Obleute　im　ersten　We且tkrieg－　Entstehung　und　Entwicklung　bis　1917－，Diss．　Berlin
　（0）1964；Dirk　H．　MUIIer，　Gεwe廊cんψ1∫che　Versammlungsdemokratie　und．Arbeiterdelegierte　vor　1918．
　Ein　Beitrag　zur　Geschichte　des　LokOlismus，　des　SyndikOlismus　und　der　entstehenden　1～ditebewegung，
　Berlin（W）1985．邦語文献としては，三宅立「第一次世界大戦とドイツ」岩波講座『世界歴史』24
　巻（1970）；同「第一次大戦期のドイツにおける「プロレタリア」の世界」「現代史研究』27号
　（1973）；坪郷実「経営レーテ運動の基礎」（1）～（4）『法学雑誌」24巻1，2，4号，25巻1
　号（1977～78）；相馬保夫「第一次世界大戦期のドイツ自由労働組合」「歴史学研究」487号（1980）；
　同「ドイツ革命期における経営協議会と労働組合一ベルリン金属工の場合一」「大原社会問
　題研究所雑誌』353号（1988）；篠塚敏生rドイツ革命の研究」多賀出版（1984）。なお，第一次
　大戦期の労働運動・反戦運動とのかかわりで都市内部の「地域」に注目したものとして，次のす
　ぐれた研究がある。山本秀行「第一次大戦期の組合運動と大衆運動一北ドイツ港湾諸都市の造
　船労働者の場合一」（上）（下）rお茶の水女子大学人文科学紀要」31，33号（1978，80）；垂
　水節子「第一次大戦下のドイツにおける反戦運動一ブラウンシュヴァイクの場合一」『史学
　雑誌」88編3号（1979）。また，ベルリンの金属労働者にっいては，19世紀半ばから第二帝制
　期にかけてのベルリンに関する諸研究（後注参照）のほか，世界恐慌期に関する斎藤哲「世界恐
　慌期におけるベルリンの金属労働者」r社会科学討究」96号（1987）が注目される。
（2）　第1図の原図は，Gesine　Asmus（Hg．），　Hinterhof，　KeUer　und　Mansarde．　Einblicke　in　Bertiner
　LVohnungselend　1901－1920，　Reinbeck　bei　Hamburg　1982の「1900年頃のベルリン概図」（S．242f．）。
　網状部分は，暖房可能な部屋がキュツヒェ（台所つきの部屋）を含めて一部屋を越えない住居に
　住民の42％以上が住んでいる地区，従って労働者街の中心的部分を示す。郵便区は行政区とは
　一致せず，また一部では市外にもわたっているが（この地図ではそれは表現されていない），お
　およその位置を知る上で有効である。第2図は，Statistisches／ahrbuch　der　Stadt　Bertin，　j　g．30（1905），
　Berlin　1907の巻末付図（2色各5段階）を簡略化した図に，　Pharus　Ptan　Berlin〃mit　Vororten，　Berlin
　1902の縦横区分（一マスはおよそ1km四方）を重ねて作成した。両図とも，トレースは牛山英
　昭氏（明治大学大学院文学研究科史学専攻考古学専修）のお世話になった。
（3）ベルリン市北部における工業の発展，工場や住居の状況に関する本章の記述は，主として以
　下の諸文献にもとついており，紙幅の関係から，引用など特別の場合を除きあらためて注記しな
　い。Peter　Czada，　Die　Berliner　Elektroindustrie　in　der　IVeimarer　Zeit，　Berlin（W）1969；Horanr
　Fassbinder，　Bertiner　Arbeiterviertet　1800　一　1918，　Berlin（W）1975；Kurt　Pierson，　LokOmotiven　aus　Bertin，
　Stuttgart　1977；Karl　Schwarz（Hg．），　Berlin！Von　der　Residenzstadt　zur　lndustriemetropote，　Bd．2：
　Komρafi，　Berlin（W）1981；Jochen　Bobergrl’ilman　Fichter／Eckhart　Gillen（Hg．），　Exerzietfeld　der　Moderne．
　Industriekultur　in　Berlin　im　19。ノahrhundert，　Mifnchen　1984；Felix　Escher，　Berlin　und　sein　Umland．　Zur
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　Genese　der　Bertiner　LandSchaft　bis　zum　Beginn　des　20．ノahrhunderts，　Berlin（W）1985；Wemer
　Hildebrandt／Peter　Lemburg／J6rg　Wewel，　Historische　Bauwerke　der　Berliner　lndustrie，　Berlin（W）1988；
　Helmut　Engel／Stefi　Jersch－Wenze置／Wilhelm　Treue（Hg．），　Geschichtstandschaft　Bertin．　Orte　und
　Ereignisse，　Bd。3：Wedding，　Berlin　l　990；Heidrun　Homburg，　Rationalisierung　und∬ndustriearbeit．　Das
　Beispiel　des　Siemens－Konzerns　Berlin　1900－1939，　Berlin　l　991；川越修「ベルリン　王都の近代一一
　初期工業化・1848年革命一iミネルヴァ書房（1988）。
（4）　Alois　Riedler，　Emil　Rathenau　und　das　Urerden　der　Gr（）ySwirtschaLft，　Berlin　1916，　S，156f．，　nach：Czada，
　S．ll7．以下．工場の立地問題にっいては，　Czada，　S。117ff．；Homburg，　S．　74ff．
（5）　Elisabeth　Domansky－Davidsohn，　Der　GroBbetrieb　ais　Organisationsproblem　des　Deutschen
　Metal且arbeite卜Verbandes　vor　dem　Ersten　Weltkrieg，　in：Hans　Mommsen（Hg．），　Arbeiterbewegung　und
　industrieller　Wandel，　Wuppertal　l　980，　S．102f．
（6）Exerziei　fetd　der　Moderne，　S．228。ボルジヒ等の社宅建設にっいては，さらに，　Maria　Borgmann，
　Betriebsftihrung，14rbeitsbedingungen　und　die　soziate　Frage，　Frankfurt　a，　M．1981，S．132ff．「大都市の労
　働者の生活文化」については，次をも参照：三宅「第一次大戦前のハンブルク労働者の世界一
　「規律化」・「労働者文化」と労働運動一」（上）（下）r駿台史学』81，82号（1991）。
（7）　Wedding，　S．230ff．
（8）Michael　Haben（Hg．），　Mitten　in　Bertlin．　Ein　Lesebuch　tiber　das　Stadtleben　in　Kreuzberg　1900－1950，
　Berlin　oJ．，　S．52f．ベルリンの住宅事情にっいては，参照，西尾孝明「ベルリン地域医療史1871
　～1914（H）」「政経論叢」60巻3・4号（1992年），42頁以下。
（9）以下，Karl　Retzlaw，　Spartakus．．Aufstieg　und　IViedergang．　Erinnerungen　eines　Parteiarbeiters，　Frankfu　rt
　a．M．1971，S．　8f．，19ff．，25，　28，　35ff．，　43ff．，　50，71ff．本書にっいては，さらに参照，三宅「プロレタ
　リアの世界」，14頁以下。なお，　「労働市場」欄の号外を待っ人々の情景は，ツィマー通りの
　新聞社（おそらくrベルリン地方報知新聞」〔SW，　K7〕をさす）の前でもくりひろげられた。　Sepp
　Oerter，　Krise，　in：Vorwdirts，　Jg．30，　Nr．316v．1．12．1913．
（10）第1表のデータは，主として以下の史料にもとついている。L6，　Bl．75ff．（1917年4月スト
　工場一覧Aとする。これには，4月16日の各工場の罷業者数のほか，そのごく一部ではあるが，
　就労者数も示されている）；L5，　BL184ff．（同Bとする。これには4月16日分〔罷業者数計
　148，903名〕のほか，18日にも就業を再開しなかった工場の一覧〔罷業者数計27，499名〕も
　付されている）；th，　Bl．　393ff．（Stadt．　Blektrizitatswerke　in　Berlinから電力を供給されている工場の
　一覧。1917年5月8日付で，就労者数が記されている）；Deutscher　Metallarbeitcr－＞erband，
　Verwaltungsstelle　Berlin，ノahresbericht　1910，＿1918（以下，　DMV－Berlin，ノB　1910等と略記。この
　内，1917年度の報告書の4月ストに関する部分には，軍需工場319工場〔就労者数271，742
　名〕，罷業者数217，420名，内，就労者数5，000名以上10工場〔就労者数127，100名〕，罷
　業者数88，734名とあり，5，000名以上の各工場〔シュパンダウのを加えて11工場〕の就労者
　数・罷業者数が記されている〔S・81〕。ただし，AEGは一応工場毎になっているが，ジーメン
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　ス・コンツェルンやシュパンダウの王立諸工場は全工場が一括されている）。なお，4月16日
　のストライキ参加者数については，東独のシェールが詳細な検討の結果，DMVの統計に含ま
　れなかった地域や金属工業以外からの参加を含め，約30万名という数字を打出している。Heinrich
　Scheel，　Der　Aprilstreik　l　917　in　Berlin，　in：Revolutiondire　Ereigni∬e　und　Probteme　in　Deutschtand
　wdihrend　der　Periode　der　Gr（～βen　Oktoberrevolution　19i7〃918，　Berlin（0）1957，　S，30．ちなみに，ベル
　　リン市周辺（「大ベルリン」）の労働者数は，1917年6月30日の疾病金庫加入者数によれば，
　1，308，530名（内，女子803，198名〉，この内，機械金属工業は312，120名（内，女子158，431
　名）で，これに続くのは交通・郵便関係43，896名（内，女子28，962名）であった（L3，Bl．182．）。
（11）Waldemar　Jollos，　Die　Lohn－und　Arbeitsverhdiltnisse　in　der　Berlinerルfetaltindustrie，　Berl　i　n　1911，S．
　88．なお，他の一書には，時期的限定ははっきりしないが，　「小・中経営規模の工業（1，000名
　以下の経営）」という表現がある。Homburg，　Rationalisierung，　S．41．
（12）以下，賃上げ該当者数は，DMV－Berlin，ノBの当該年度分による。他工場に関しても，これ
　に拠る場合は，原則として特に注記しない。
（13）　Dora　Land6，　Arbeits－und　Lohnverhtiltnisse　in　der　Berliner　Maschinenindustrie　zu　Beginn　des　20．
　Jahrhunderts，　in：∫chri］flen　des　Vereinsノ「tir　Soziatpotitik，　Bd．134／　H　，ノlustese　und　Anρassung　der
　ArbeiterschaLfr　in　der　Etektroindustrie，　Buchdruckerei，　Feinmechanik　und　Maschinenindu5trie，　S．321ff，，
　457ff．；CL　HeiB，　Auslese　und　Anpassung　der　Arbeiter　in　der　Berliner　Feinmechanik，　ibid．，　S．116ff．；
　Richard　MUIIer，　Bericht　der　AgitationskOmmission　der　Eisen－，Metatt－und　Revolverdreher　der
　　レ’erwaltungsstetle　Berlin　des　Deutschen　Metallarbeiter－　Verbandes　ftir　das　GeschOftsl’ahr　1914－15，
　　〔Berlin　1915〕，S．44ff．，58ff．；Domansky－Davidsohn，　GroBbetrieb，　S．108；大野英二「ドィッ資本
　主義論」未来社（1965），231頁以下；今久保幸生「ドイツ電機工業における労資関係の形成と
　変容」r佐賀大学経済論集」13巻2号（1980）；幸田亮一「ドイッ機械工業の発展とレーヴェ新
　工場一第一次大戦前ドイツ機械工業の発展と工場改革（1）一」，同「レーヴェ社における工
　場管理一同（2）一」，　「経済論叢」129巻6号，130巻1・2号（1982），とくに（2）97頁
　以下；坪郷実「第二帝制末期における金属工組合の職種別分析一ベルリンの旋盤工と鋳型工
　　一」r北九州大学法政論集」10巻1・2号（1982），181頁以下；大塚忠r労使関係史論・
　　ドイッ第2帝政期における対立的労使関係の諸相一」関西大学出版部（1987），84頁以下，97
　頁以下。旋盤職場において熟練工を不熟練工で，また男子工を女子工で代替する動きが大戦下
　　にいっそう強力に進められつっあったことにっいては，R．　MUIIer，　Bericht　1914　一　15，　S．23ff．第一
　次大戦前及び大戦下の女性労働者については，その「労働者としての側面と家内的存在として
　　の側面という二重の規定」，また女性労働者，とりわけ熟練工の妻たちの「小市民的生活様式
　への接近」の動きに注目した，住沢とし子「ドイツ婦人労働者の政治的・社会的動向」「歴史評
　論』395号（1983）；同「高度工業化の過程における女性労働」「寧楽史苑」31号（1986）；同
　　「労働者家族の近代」荻野美穂ほか「制度としてのく女〉一性。産・家族の比較社会史j平凡
　社（1990）所収，また，原田一美「19世紀後半・20世紀初頭の女たち」川越修・姫岡とし子・
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　原田一美・若原憲和編r近代を生きる女たち一19世紀ドイッ社会史を読む一」未来社（1990）
　所収の参照が不可欠である。
（14）　Land6，　S．373．
（15）　E且isabeth　Domansky－Dayidsohn，　Arbeitsktimpfe　und　Arbeitskampfstrategien　des　Deutschen
　Metallarbeiterverbandes　von　l　891　bis　l　914，　Diss．　Bochum　1981，S．350．
（16）Mitteilungsblatt　der　GeschbftskOmmmision　der　Freienレとreinigung　deutscher　Gewerkschaften，
　Jg．1，　Nr．23　v．16．1．1915；Dokumente　aus　geheimen　Archiven，　Bd．4：Berichte　de∫Berliner
　1）olizeiprδsidenten　zur　Stimmung　und　Lage　der　Bevδtkerung　in　Bertin　1914　一　1918，　Weimar　1987，　S．40；
　Historische　BaUiverke，　S．208，216，
（17）Ll（この文書にはB1．番号が付されていない）；Winkler，　S．113f．；DMV－Ber置in，ノB　1914，　S．33ff．；
　ノB1915，　S．41f．
（18）Mitteilungsblatt，　Jg，1，Nr．14v．14．　l　l，1914。このストにっいては，ヴィンクラーにも言及がな
　　い。なお，翌1915年10月には，のち革命的オプロイテの有力な指導者の一人となる旋盤工のパ
　　ウル・ノイエンドルフが同社でストを組織し，時間当り20Pfの賃上げに成功しているが（Wink［er，
　S．172），この11月のストでも彼が中心的組織者であったかは明らかでない。
（19）R．　Mifller，　Bericht　1914　一　15，　S．37f．
（20）Richard　MUIIer，　Vom　Kaiserreich　zur　Repubtik，　Wien　1924，　S．170；DMV－Beriin，ノB　19／7，　S．1i2．
　　なお，1914年12月の運動のその後の経過は明らかでないが，あるいはDMV，　JB　1915，　S．54
　の1915年5月の項にある同社のタレット旋盤工120名の運動がこれにあたるのであろうか。
（21）Winkler，　S．115．
（22）　Rundschreiben　an　die　レbrstdnde　und　Mitglieder　aller　der　Freien　レ「ereinigung　deutscher
　GewerkschaLften　angeschtossenenレ’ereine，　Nr．18　v，1．3．1916．
（23）DMV－Berlin，JB　1916，　S．33．
（24）　1917年2月のストにっいては，Aus　geheimen　Archiven，　S．176．リープクネヒト・ストライキ
　参加工場名は，スト当時のスパルタクス派のビラにある。Dokumente　und　Materialien　zur　Geschichte
　der　deutschen　Arbeiterbewegung，　Reihe　H：1914－1945，　Bd．1：Juti　1914－Oktober　1917，　S．401f，；
　Winkler，　S．211f．なお，1917年4月ストのさい，初日のストライキ工場代表者会議が選出した当
　局側との交渉委員会11名の中には，シュヴァルツコップから旋盤工のオットー・トスト（1883
　年，ベルリン生れ，1918年1月スト当時，コロニー通り43〔N，11〕在住）がはいっている。
　彼は，リヒアルト・ミュラーの僚友であり，1916年には一時一おそらくミュラーが7月17日
　　に一時召集された時一ミュラーにかわってDMVベルリン支部旋盤工部門の指導者となって
　　いる。DMV－Berlin，　JB　1917，　S．80；Schee1，　S．37；D．　H．　MUIIer，　S．312；、4us　geheimen　Archiven，
　S．242．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
（25）　Rundschreiben，　Nr．18　v．1．3．　u．　Nr．19v．15．3．1916．　　　’
（26）D．H。　MUIIer，　S．262ff．，269，275，277．
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（27）　Die　13．　ordentliche　Generat－Versammlung　des　DeutschenルfetaUarbeiter一レ’erbandes　in　Kδ1tn　a．
　Rh．，　Stuttgart　o．　J．（以下，　DMV，　Generatversammlng　1917と略記），　S　5，10f．，97ff．，　138．
（28）　ここには，AEG関係では他地区一モアビートのタービン工場，またヘニヒスドルフの工
　場一は出て来るが，カール・レッツラフがストを共にしたヴォルタ通りの工場は出て来ない。
　ちなみに，この工場の場合は，スト前夜の抗議デモのあとに行なわれたリヒアルト・ミュラー
　を中心とするオプロイテ約30名の会合での，翌朝9時にストにはいるという申し合わせ（R．
　MUIIer，　Vom　Kaiserreich，　S．63f．）とは異なって，午後判決が下ったというニュースが伝わったあ
　　と，ストにはいっている。Retzlaw，　S．39．
（29）　本文に注記した史料のほか，DMV－Berlin，　JB　I917，　S．85；Archivatische　Forschungen　zur
　Geschichte　der　deutschen　Arbeiterbewegung，　Bd．4／　ll：Leo　Stern（Hg．），　Die　Auswirkungen　der　Gr（～βen
　Sozialistischen　Oktoberrevotution　auf　Deutschland，　Berl　in（0）1959，　S．465；Scheel，　S．69．
（30）　第2－1表：DMV－Berlin，ノβ1917，　S．128；第2－2表：ibid．，　S．145；機構改革案：ノB／916，
　S．72．第25地域にっいては，1918年度（革命期？）に職場集会数が飛躍的な発展を遂げている
　　ことが注目される。ノB1918，　S．88．なお，組合員の地域所属は，居住地でなく，職場の所在によ
　　って決定されていた。ただし，組合費の徴収は，職場の信任者の手でなされていたのが，1916
　年以降無給の会計による「住居徴収体制」に切替えられている。D．H．MUIIer，　S，234f．，276．
（31）以上，本文に注記した史料のほか，パンコーにっいては，Schee1，　S．　29，エッカートにっいて
　は，Paul　Blumenthal，　Die　AEG－Arbeiter　streikten　fOr　Karl　Liebknecht，　in：1918．　Erinnerungen　von
　　Veteranen　der　deutschen　GewerkSchaftsbewegung　an　die　IVovemberreレotution　（1914－1920），　Berl　i　n（0）
　　1958，　S．149；D．H．MUIIer，　S．310f．，ライニケンドルフのシュヴァルッコップ社については，　Historische
　Bauwerke，　S．125．
（32）以上，第1表で用いた史料（注10参照）のほか，L2，　BLI82£，304．
（33）　Heinz－J．　Bontrup／Norbert　Zdrowomyslaw，　Die　deutsche　Rdistungsindustrie．　Vom　Kaiserreich　bis　zur
　Bundesrepublik，　Heilbronn　1988，　S．69f．；Historische　Bauwerke，　S．134ff．；大野「ドイツ資本主義論』，
　239～41頁；幸田（1），92～105頁。
（34）　以上，本文中に注記した史料のほか，191＆Erinnerungen（Blumenthal），　S．149；Archivatische
　Forschungen，　S．459，465f．
（35）　Aus　geheimen　Archiven，　S．198，
（36）　Wedding，　S．320ff，とくに328f．
（37）　Archivalische　Forschungen，　S．437f．
（38）以下の回想も含め，1918．　Erinnerungen（B且umenthal），　S．145ff．，538．なお，ガス溶接工部門が
　設置されたのは1917年10月1日のことであったから，ブルーメンタールの回想には何らかの時
　期的そこがあるように思われる。ちなみに，1917年6月にAEGヘニヒスドルフの弾薬工場の女
　工となった一戦争未亡人の回想には，「砂漠の中におかれた倉庫のような，実にみじめな印象」
　や弾薬工場の大爆発の模様が記されている（Lll，　No．14）。同年8月18日付の警察の「情勢
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　報告」によれば，この大爆発は「勤労者たちの間に大きな不安と動揺を呼びおこし」，　「弾薬
　工場・軍需工場・市営工場の破壊のもくろみに関するうわさ」もとんだ結果，とくに女工たち
　　から退職申し出が相次いだという（L3，　BL256）。
（39）Verband　sozialdemokratischer　Wahlvereine　fUr　Berlin　und　Umgegend，ノahresbericht　1913　一　1914，1．
　April　1913　bis　31．　Mdirz　1914，　Berlin　lgl4，　S．45及びノahresbericht　1914　一　1916，　Berlin　l　916，　S．85の
　表から作成。
（40）以上，各選挙区の範囲の確認にあたっては，　rフォアヴェルツ」紙に載っている投票所別街
　区一覧（Vorwdrts，　Jg．29，　Nr．6v．9．1．1912）と行政区画を示した地図とを照合した。
（41）　Geschichte　der　revolutiondren　Bertiner／lrbeiterbewegung，　Bd．1，Berlin（0）1987，　S．525，
（42）第5表のデータは，1910年の人口数は，Bscher，　Bertin　u．　sein　Umland，　S．357f．，1907年選挙の
　得票数は，Eduard　Bemstein，　Die　Geschichte　der　Berliner　Arbeiterbewegung，　Bd．3，　Berlin　l　glO，　S．　203，
　207及び1／brwtirts，　Jg．29，　Nr．12v．16．1．1912，そして，1912年選挙の得票数は，　ibid．
（43）この選挙区の動向にっいては，Otto　RUckert，　Zur　Geschichte　der　Arbeiterbewegung　im
　Rei（：hstagswahlkreis　　Potsalam－Spandau－Osthavelland　　　（1871－1917）　　unter　　besonderer
　Beracksichtigung　der　T凌tigheit　Karl　Liebknechts，　Teil　3，　Potsdam　l　965．
（44）データ等は，第1表に関する説明及び注10参照。第1表に用いた以外の史料としては，さら
　に，L2．
（45）Aus　geheimen／Archiven，　S．184f．をも参照。
（46）　Retzlaw，　S．48，56．
（47）　Ibid．，　S．38，43ff．，54．
（48）本文中に注記した史料のほか，DMV，　Generalversammlung　1917，　S．94f．，98，138；Vonvarts，　Jg，
　34，Nr．106　v。19．4．1917；Scheel，　S．19f．；Wnkler，　S．309f．
（49）Paul　Geisler，　Wir　haben　im　Kampf　gelernt！，　in：1918．　Erinnerungen，　S．421ff．，539．
（50）本文中に注記した史料のほか，Archivalische　Forschungen，　S．464；Scheel，　S．55f．；Geschichte　der
　rev．　Berl．．Arbeiterbewegung，　S．603，　626f．なお，　D・H・ミュラーは，警察文書の記述（クローネ
　　ンターラーは「ヴィッテナウのDWMに旋盤工として勤めている」（恥，　B1．38）にもとつい
　て彼をヴィッテナウ工場の代表としているが，ヴィンクラーは，彼もまたモアビート工場の代
　表3名の一人であったとしっつ，彼をも「在袈者」とする警察文書の記述（L6，　BL192）は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルバイッコレ－ゲ誤りであるとしている（D・H・MUIIer， S・301f．；Winkler，　S．310）。同じ警察文書の「二人の仕事仲間
　（ペータースとフィッシャー）」という表現（踊，BL38）からもその可能性は完全には否定で
　きないように思われる。
（51）1916年8月の協定については，DMV－Berlin，ノB　1916，　S。52f．ちなみに，この協定当時の労
　働者数は，モアビート工場5，548名（内，女工1，463名），ヴィッテナウ工場3，756名（内，
　女工1，210名），計9，304名（内，女工2，673名）だったのが，同年11月の協定時には，両
　工場併せて・15・592名（内・女工6，530名）へと大きく増加している（ibid．，　S．67）。なかでも，
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　女工の増大が著しかった。
（52）Wink置er，　S．235．
（53）　Scheel，　S．30．
（54）以上，　Jifrgen　Kocka，　Unternehmensverwattung　und／Angestelttenschaft　am　Beispiet∫iemen∫1847－
　　1914，Stuttgart　l969，　S．347ff．；Hermann　P．　Schifer，　Die”Gelben　Gewerkschaften”am　Beispiel　des
　UnterstUtzugnsvereins　der　Siemens－Werke，　Beriin，　in：Vierteijahrschrift　fdir　Soziat－　und
　　Wi’rtschaftsgeschichte，　Bd．39，　Heft　l（1972），　S．41　ff．；K且aus　Mattheier，　Die　Getben．1Vationale　Arbeiter
　zwischen　Wirtschafisfrienden　und∫treik，　DUsseldorf　1973，　S．71ff．；Ilse　Costas，　Arbeitsktimpfe　in　der
　Berliner　Elektroindustie　l905　und　l906，　in：K．Tenfelde／H。Volkmann（Hg．），∫treik，　MUnchen　l　981，　S．
　91ff．；D．H．Mtiller，　S．　238ff．；DMV－Berlin，　JB　1912，　S．52f．大塚r労使関係論」，394～405頁，第
　一次大戦前の労働者委員会全般については，同，313頁以下。なお，1918年1月ストでも，
　　ジーメンスシュタット周辺のジーメンス全工場の労働者約48，700名中ストにはいったのは，
　約5，000名にとどまった（L2，　B1．281，291）。1904年以降ジーメンスシュタットで進めら
　　れたジーメンス社の一「集団社宅」の建設とは異なる一「住宅建築助成」政策にっいては，
　Christoph　Conrad，　Et　folgsbeteitigung　und　l／冶rm6gensbitdung　der　Arbeitnehmer　bei　Siemens　（1847－
　　1945），Stuttgart　l　986，　S．120ff．；Exerzieifeld　derルfoderne，　S．229．
（55）　以下，Clare　Derfert－Casper，　Trotz　MaBregeln－　stets　kampfbereit，　in：191＆Erinnerungen，　S．
　　349ff．，539；id．，”Steh　auf，　Arthur，　heute　ist　Revolution！”，　in：Vorwdrts　und　nicht　verge∬en，
　Ertebnisberichte　aktii／er　Teilnehmer　der　IVovemberrevolution　1918〃919，　Berl　in（0）　1958，　S．293ff．
（56）スパルタクス派の1917年4月のビラは，Scheel，　S．22f．また，1916年12月のビラは，　Dokumente
　　undルlateriatien，　S．504ff．
（57）　1918．Erinnerungen（Blumentha1），　S．149．
（58）第7，8表，また第9，10表（後出）のデータは，第6表（注44）に同じ。
（59）Mitten　in　Bertin．　Kreuzberg，　S．38ff．，91ff．こうした建物の構造にっいては次をも参照，　Fassbinder，
　　S．　93ff．ここに挙げられている例にも1階への言及がないが，それはそこにはふつう店や仕事場
　　あるいは倉庫があったからであろう，とある。
（60）Fassbinder，　S．144f．ただし，シェーネベルクは，ヴィルマースドルフやシャルロテンブルク，
　　また西部の他の一連の地区と同様，　「裕福な，ないし小市民的な」住民もまた年々かなりの増
　　大を示している地区であった。Bemstein，　S．206．
（61）　Jollos，　S．8，15f．，23，25，35，68　ff．，84ff．，110f．，124ff．；Land6，　S．339；Otto　Hommer，　Die　Entwicktung
　　und　Tditigkeit　des　Deutschen　Metallarbeiterverbandes，　Berlin　1912，　S．97；Borgmann，　S，151ff．，317ff．；
　　田中洋子「企業共同体と社会的労働運動の相剋」（1）～（4）r経済学論集」56巻1，3号，57
　　巻1，2号（1990～91），　（2）49～54頁。「労働運動の基盤となった手工業的～中小規模の工
　　場」における労働者の「共同決定権」，　「同権化」をめざす「協約運動」と，「「資本」の中に
　　労働者を共同体的に包摂」しようとする大企業の努力とが，相互に拮抗しつつ，ともに労働者
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　の「市民化」へと連なったとするこの論文では，「職人労働者」における「手工業的な市民伝
　統，誇り」が前者（協約運動）の重要な基盤となっていたことが指摘されており，注目される。
　ただ，大企業が大きな位置を占あ，しかも中小規模の工場も無視しえない比重を占めるベルリ
　　ンの機械工業について正面から問題とされていないことが惜しまれる。なお，団体協約の運動
　の先駆けとしてヨロスも注目する霧塑左の運動は，ボルジヒ，シュヴァルッコップなど大工場
　をも重要な舞台とするものであった。Jollos，　S．68ff．，84，89，128f．；Hommer，　S．　97；Borgmann，　S．152；
　大野『ドイツ資本主義論」，264～6頁；坪郷「職種別活動」，194～206頁；田中「企業共
　同体」（3）79～82頁。また，ベルリンのブリキ業，総じて当時の中小企業にっいては，さら
　に柳沢治「ドイツ中小ブルジョアジーの史的分析」岩波書店（1989）を参照。
（62＞参照，三宅「ドイツ独立社会民主党の比較地域史的研究：序説」r明治大学人文科学研究所
　年報」30号（1989），112～4頁。
（63）　レtorwdirts，　Jg．34，　Nr．　l　l　5　v．28．4．1917．
（64）以下，クノル制動機関係については，本文中に注記した史料のほか，Aus　geheimen／Archiven，
　S．198f．；Schee1，　S．60f．，69；Winkler，　S。313ff．（自由労組指導部批判のビラにっいては，　S．315f．）；
　DMV，　Generatversammlung　1917，　S．10f．，57ff．
（65）Aus　geheimen　Archiven，　S．89ff．，100，111f．，124f．，149，163．未成年者が「家庭の唯一の支柱」と
　　なっているケースも増大しっっあったことにっいては，ibid．，　S．131；Manfred　Gailus（Hg．），　Pδbetexe∬e
　und　VotkStumulte　in　Berlin．　Zur　Sozialgeschichte　der　StraySe（1830－1980），　Berl　in（W）1984，　S．　83ff．「新
　　しい……自信」という表現は，ibid．，　S．89．
（66）本文中に注記した史料のほか，Aus　geheimen／Archiven，　S．136，139，157（1916年7月17日召
　集），195（1917年4月13日再び召集），242；Archiyalische　Forschungen，　S．　446；191＆Erinnerungen
　（Geisler），　S．423；ibid．（Blumenthal），　S．157．
（67）以上，バルトにっいては，本文中に注記した史料のほか，1910年の自由連合大会にっいて
　　‘ま　，　　ProtokOll　滋わer　die　レ！乙rhandlungen　vom　　9．　Kongre　3　der　Freien　I／「ereinigung　deutscher
　GewerkSchaLfren，　Berlin〔1910〕，S．17f．，61，　74f．，　76f．，81ff．ドイッのアナキズム，サンディカリズ
　　ムとバルトについては，三宅「グスタフ・ランダウアー一「人々を結ぶ精神」の再生一」大
　井正・西尾孝明編fドイッ社会主義研究」勤草書房（1989），359～360，374，382，398
　頁。1913年7月のDMVベルリン支部臨時総会にっいては，　Vonvdirts，　Jg．31，Nr．34　v．23．8．1913．
　　（なおDMVベルリン支部総会は，1907年おけるDMVの規約改正以降，組合員でなく信任者
　の総会となっていた。D．H．MUIIer，　S．250，263f．，272f．）1913年の大山猫ストについては，　Marina
　Cattaruzza，・Arbeiter　und　（ノnternehmer　auf　den　Weヴften　des　Kaiserreichs，　Stuttgart　l　988，　S．213ff．バルト
　が開戦前後，ブリキ工部門の指導者となっていたことにっいては，Emii　Barth，．Aus　der　M／erkstatt
　der　deutschen　Revolution，　Berlin〔1919〕，S．　l　l；D．H．MUIIer，　S．318．大戦前のバルトの軌跡は，今回，
　ベルリン警視庁アナキスト関係文書のバルトの部（L8）の発掘によって，かなり明らかにされ
　　たといえよう。なお，1908～09年当時バルトの親しいアナキスト仲間だったゼップ・エルター
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　（三宅「ランダウアー」，398頁；L9，　Bl．140ff．，とくに151ff．）がアナキズム運動からは
　　っきりと身を引いたのは，バルトより1年あとの1912年2月のことであり，SPD入党は翌13年
　5月のことであった（ノイケルン東南方のオーバーシェーネヴァイデのSPD選挙協会）。彼は
　すでに同年7月に同協会で大衆ストライキのテーマのもとにベルギーのゼネストについて講演
　　し，多数の参会者から大きな拍手で迎えられている。次いでベルリン市北部のSPD第VI選挙区
　協会幹部会もエルターに弁士として白羽の矢を立てたが，これは党幹部会の強い反対にあうこ
　とになる。（LIO，　B1．5，23，27，29，33f，）また，バルトと同じく元アナキストでDMV
　ベルリン支部の中央委員会の一員となった旋盤工のパウル・リルゲ（1877年4月30日，シュレー
　　ジエン州シュプロッタウ生れ，1909年3月福音派教会を妻とともに脱退，リヒテンベルクのヴ
　　ァイクセル通りに洗濯屋を営む妻及び娘と共に居住）は，　『ライプツィヒ人民新聞』を購読す
　　るUSPD第IV選挙区協会の一員で，スパルタクス派とされている（L6，　B1．556ff．）。
（68）Barth，．4μ54εr晩r播’o’∫，　S．　l　l；R．　MUIIer，　Vom　Kaiserreich，　S．56，59．さらに，Winkler，　S．166ff；
　D．H．Mifller，　S．　288ff．なお，坪郷「職種別活動」論文は，大戦前にっいてではあるが，ベルリン
　金属工の賃金運動・ストライキ運動が経営の枠を越えて進められてゆく上で旋盤工部門等の職
　種別組織が果たした大きな役割を浮き彫りにしたものとして注目される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルバイテリン（69）DMV－Berlin，ノβ1917，　S．146．女性労働者は職種に関係なくみな単に「女工」と呼ばれてい
　たが（住沢「高度工業化過程」，48～9頁），DMVベルリン支部でも女工一般として組織され
　ていたことになる。なお，D・H・ミュラーが1912年について指摘しているように，ここに掲
　　げた全部門のそれぞれが中央委員会に「部門指導者」を送り込んでいたわけではないようであ
　　る（D．H．MUIIer，　S．276f．）。例えば，鉄旋盤工と（非鉄）金属旋盤工とは，　（タレット旋盤工と
　　ともに）リヒアルト・ミュラーのもとで統合されていたと考えられる。1916年6月18日に開催
　　　　　　　　　　　　ルントシニライフr－　を予定された，これらに円筒研削工をも加えた「部門集会」には，とくに「AEG，　NAG，ダ
　　イムラー，ベルクマン，シュヴァルッコップ，ゲルッ，ザムゾン製作所，DWM，コルンブシ
　　ュ，ボルジヒ，ヴェアトハイム，L・レーヴェの諸社，及び他のあらゆる大・中の工場の仲間」
　が参加を求められている（lxrorwdirts，　Jg．33，　Nr．163　v．16，6．1916）。また，1918年2月28日付の警
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴェルベコミシオ　ン　察文書には，当時の「配管工及びその補助者」部門の「宣伝委員会」の構成員12名の一覧表が
　　ある。その一人，ブリキエのオットー・クラーツ（1878年7月31日，シュテティン県デミン生
　　れ，ev．，ウルバーン通り94〔S，　K9〕居住，肺病のため兵役免除）（L7，　Bl．464f．）は，1916
　年以来この部門の指導者であり，1917年4月ストでは当局側との交渉委員会に，1918年1月ス
　　トではストライキ指導部に選ばれている（Scheel，　S．37；D．H．MUIIer，　S．311；19∬8，　Erinnerungen
　　〔Blumentha1〕，S．160；Aus　geheimen／Archiven，　S．　242＞。1917年4月ストの交渉委員会には，組合
　指導部や大工場の代表以外には，クラーツのほか，　「ローベルト・ブレドー（黄金属工業）」が
　　はいっていた（Schee1，　S．37）。
（70）R．MUIIer，　Vom　Kaiserreich，　S．55f．；Barth，ん∫4εr晩r鱈απ，　S．　l　l．
（71）本文中に注記した史料（バルトの手記　Die　Revolution　vom　Januar　1918　bis　Mtirz　l　919）のほか，
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　DMV，　Generalversammtung　1917，　S．　44．なお，バルトは，召集後，神経疾患を装いベルリンの一・・
　病院の神経科に一時はいっていたといわれる（Die　Regierung　der　Votksbeauftragten　1918／19，Teil
　I，DUsseldorf　1969，　S．　C）。ただし，1918年1月ストがおこると，ブランデンブルク市郊外ゲルデ
　　ンの軍病院で肺炎・気管支炎の身を養いっっ除隊を待っていた彼は，除隊をかちとって2月2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ミ　テ－　　日ノイケルンの自宅に帰り，同日，ノイケルンでの「ストライキ委員会」の会合に出ている（Al，
　No．274，　Bl．5．なお，スト指導部の会合がノイケルンでもひらかれたことにっいては，191＆
　Erinnerungen　〔Blumenthal〕，S．161）。1916年メーデー。デモの2日前リープクネヒトと議論し
　物別れに終ったあと彼は軍の病院に帰っているが（Barth，加5　dεr晩r総’α’∫，　S．13ff．），これもゲ
　ルデンの病院だったかも知れない。いずれにせよ，彼は召集後もしばしばベルリンでの組合や
　党の集会に出席している。
（72）Dokumente　und　Materiatien，　S．181．彼の1名においたあとにある「ノイエンドルフ（リヒテン
　ベルク），金属労組部門指導部の一員」は，おそらくパウル・ノイエンドルフ（注18参照）で
　あろう。
（73）　Vorwdirts，　Jg．33，　Nr．109　v．19．4．1916；Metaltarbeiter－Zeitung，　Jg．34，　N　r．19v．6．5．1916；DMV，
　Generatversammlung　1917，　S．105，119；R．Mifller，　Vom　Kaiserreich，　S．59f．；D．H．MUIIer，　S．291f．な
　お，バルトは，1916年夏のDMVベルリン支部総会では，傷夷軍人保護に関する決議案を提出
　　し，その趣旨説明に立っている。MetaUarbeiter－Zeitung，　Nn　33　v．12．8．1916．
（74）　Vorwtirts，　Nr．174　v．27．6．1916；Geschichte　der　rev．　Berl．　Arbeiterbewegung，　S．603f．
（75）ボーフム『民報」は，ベルリンSPDの総会を論評したさい，ローザ・ルクセンブルクの「ロ
　　シア的革命的一揆推進路線」に対して，　「労働者を，理性的な，諸関係から導き出され，かっ
　　それに適応した改良活動を通して徐々に経済的・精神的・社会的に高め，こうして彼らを社会
　　における同権化，また公共生活での協働へと成熟させる」「ドイツ労働運動の政策」を対置して
　　いる。　Vorwdirts，　Nr．176　v．29．6．1916．
（76）以上，ノイケルン等の動きと人物のデータにっいては，Vorwdirts，　N　r．149　v．31，5．，　N　r．152　v．
　4．6．u．　Nr．166　v．19．6．1916；Aus　geheimen、Archiven，　S．113，206，336；∠）okumente　undル1ateriatien，　S．
　406ff．；Otto　Franke，　Wie　der　9．　November　in　Berlin　vorbereitet　wurde，　in：Vorwdirts　und　nic／lt
　verge∬en，　S．270；Geschichte　der　rev．　Berl．　Arbeiterbewegung，　S．414，602，629；Hermann　Weber（Hg．），
　Der　GrUndungs－Parteitag　der　KPD，　Frankfurt　a．　M．1969，　S．315．
（77）　Vorw註rts，　Nr．166　v。19．6．1916．
（78）R．MUIIer，　Vom　Kaiserreich，　S．63f．；DMV，　Generatversammlung　1917，　S．120．
（79）191＆Erinnerungen（Blumentha1），　S．155；D．H．MUIIer，　S．304，306．4月18日，20日両日のビラ
　　Cま，　Scheel，　S．51，68f．
（80）　以上，DHMUIIer，　S・307；Vorwdirts　und　nicht　vergessen（Franke），　S．270ff．；1918．　Erinnerttngen
　　（Blumentha1），　S．157；Barth，・4μ∫4er晩r総’α’∫，　S24ff，こうした革命的オプロイテの活動を困難た
　　らしめたのは，フランケによれば，軍需工場において「不可欠」とされ召集されなかった労働
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドゥルビハルテ，ttリ7イ－ク者委員会委員の多くがSPD・自由労組指導部の「堅忍持久政策」に忠実にとどまったことであ
った（Vonvdirts　und’nicht　verge∬e’i，　S．　272．）。1918年1月スト以後，　S　P　D指導部がベルリンの大
ll場においてUSPDやスパルタクス派と対抗しっっ鋭意構築していった「二r場信任者」網（Hermann
MUHer，　Die　Novemberrevottition，　Erinnerungen，　Beriin　l　928，　S．13f．，45f．）を中心的に担ったのはこう
した人々だったといえよう。革命的オプロイテの運動を考える場合にも，こうしたSPD・自由
労組指導部系の活動家，そして彼らを支えていた労働者たちの存在をも同時に視野に入れてゆ
くことが重要であろう。
（みやけ　たつる）
AEGブルンネン通りの
大型機械工場の内部
（上）一段一ヒの職長室か
　ら見た職場（1899年）
　出典：Exerzierfeld
　derルfoderne，　S．329．
（一下）コイルを巻く女⊥
　たち（1900年頃）
　Hl111↓；Pohl，
　Ratheiiatt，　S．175．
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オラーニエンブルク市外区（現
ヴェディング）のアッカー通り132
／133（N，14）の「兵舎風アパー
ト」マイヤースホープ
（上）空から
（下）表通りから奥へ
出典：Exerzierfeld　derルtoderne，
S．213，245．
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ヴェディングのバート通り44（N，12）の「兵舎風アパート」5階のキュッヒェで（1915／16年）
出典：1bid．，S．264．
現クロイツベルクのマントイフェル通り64（SO，　L9）のキュッヒェでクラッカーボンボンづくりの
内職をする母親と娘たち（1911年）
出典：Ibid．，S．258．
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